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目的

• 「和歌山県における高年齢労働者に配慮した職場改善に
関する調査研究」を2013年に行い、研修会や講演会などを
開催することで、高年齢労働者に配慮した職場改善を支援
してきた。

• 調査研究から8年が経ち、和歌山県の高齢化率が28.0％
（2013年）から32.4％（2019年）となり、配慮を必要とする高
齢者が増加したため、支援の方向性や内容を再度検討す
る時期になった。

• そこで、和歌山県下の事業場を対象に、各事業場における
高年齢労働者に配慮した職場改善に対する企業の取り組
み状況を明らかにし、高年齢労働者だけでなく誰もが働き
やすい職場づくりの支援に資することを目的とする。



対象と方法

• 和歌山産業保健総合支援センターに登録されている780事
業場に対して、質問紙調査を郵送法で行った。

• 質問紙は2021年9月に配布・回収した。

• 回収数は180件（回収率23.1％）であった。

• 高齢者雇用安定法に基づき「55歳以上」を高年齢労働者と
した。

• 解析は、2013の調査の場合と同様に、高年齢労働者の就
業割合で20％未満（61事業場）、20％以上（109事業場）に
分類し、回答状況を集計し、それぞれの特徴を明確にした。

結果と考察

• ここでは、高年齢労働者が労働者に占める割合が20％以
上の事業場についてまとめる。



事業場の特徴
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（％）労働者数（パートを含む）
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（％）継続雇用の利用年齢の上限

20％未満
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50人未満の事業場が7割 上限を決めている事業場は6割
で、その年齢は65歳が8割

「高年齢労働者の安全と健康確保のためのガイドラ
イン」（エイジフレンドリーガイドライン）・費用を補助
する制度（補助金）の周知
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（％）ガイドラインの周知

20％未満
20％以上

0 20 40 60 80

知っている

内容は知らない

聞いたことがない

わからない

（％）補助金の周知
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高年齢労働者の割合に関係なく、エイジフレンドリーガイドライン・
補助金とも1割で、その周知は低かった。



安全衛生の総括管理①
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安全衛生対策における文章化による基本方針の表明（2割）、
計画の策定（1割）は進んでいなかった。

安全衛生の総括管理②
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（％）リスクアセスメント

20％未満
20％以上

リスクアセスメントを行っている事業場は2割であったが、
すでに対策や話し合いを行っている事業場が半数見られた。



高年齢労働者の労働条件への配慮①
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高年齢労働者の労働条件への配慮②
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復職に際する配慮

20％未満
20％以上

0 20 40 60 80

ほぼできている

半分程度

少しできている

いない（準備中）

いない（予定なし）

わからない

（％）
自由度の高い就業制度
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高年齢労働者の労働条件への配慮の項目をほぼ
できている事業場は、半数近くになっていた。



作業者への配慮①
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（％）
意向・経験をふまえた職場配置
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特徴を把握した作業の調整
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作業者への配慮②
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（％）
作業者からのヒアリングの機会
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作業者への配慮の項目をほぼできている事業場は、
半数であった。



作業負荷軽減への配慮①
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早い判断や行動の作業がない
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作業負荷軽減への配慮②
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注意集中が必要な作業へ配慮
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筋力を要する作業を減らす
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作業負荷軽減への配慮の項目をほぼできている
事業場は、3割であった。



作業姿勢への配慮①
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長時間の立位作業を減らす
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不自然な姿勢の作業を減らす
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作業姿勢への配慮②
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ほぼできている
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いない（準備中）

いない（予定なし）

わからない

（％）
調整できる工具、椅子など提供
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体をねじることなく作業できる

20％未満
20％以上

作業姿勢への配慮の項目をほぼできている
事業場は、3割であった。



作業環境への配慮①
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文字大きさ・コントラストに配慮
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「適切な照度が確保されている」事業場は半数以上で
あった。

作業環境への配慮②
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「適切な照度が確保されている」以外の項目がほぼ
できている事業場は、3割から4割であった。



安全への配慮①
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「安定したはしご等を使用させている」事業場は
半数以上であった。

安全への配慮②
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（％）床面の傾斜、段差、滑り措置
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「安定したはしご等を使用させている」以外の項目が
ほぼできている事業場は、4割であった。
とくに、取り扱う物の重さが一目でわかるようにしてい
る事業場は1割と少なく、対策の推進が望まれる。



健康への配慮①
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健康への配慮②
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（％）がん検診受診勧奨などの対策
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健康への配慮の項目をほぼできている事業場は、
半数に満たなかった。



和歌山県が推進している事業への参加状況
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和歌山県が推進している事業に参加している事業場は、
1割から2割であった。

0 20 40 60 80

参加している

いない（準備中）

いない（予定なし）

わからない

（％）健康推進事業所への参加
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新型コロナウイルス感染症による在宅勤務等①
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新型コロナウイルス感染症による在宅勤務等を採用
している事業場は、1割であった。



新型コロナウイルス感染症による在宅勤務等②
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（％）体の健康に配慮
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在宅勤務者への健康管理がほぼできている事業
場は、1割もなかった。

和歌山産業保健総合支援センターに望むこと
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セミナー、講習会

相談窓口の設置

専門家の紹介

マニュアルの作成

情報交換会の開催

その他

（％）
産保センターに望むこと

20％未満
20％以上

セミナー、講習会の開催等による情報提供（2割）と、
マニュアル･ガイドブック等の作成・配付であった（5割）。
講習会を継続するとともに、ガイドブックを作成してい
く必要がある。



ご清聴ありがとうございました


